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ミニシンポジウム

FDG-PETから診た心臓サルコイドーシス
座長の言葉
座長　廣江道昭（国立国際医療研究センター病院　循環器内科）
　　　森本紳一郎（総合青山病院　病院長）

心臓サルコイドーシスは，致死性不整脈や難治性心不全などを合併することが多く予後不良例
が多い．したがって，その早期診断と治療は極めて重要な課題であるが，診断に苦慮することが
多い．また本症と診断された場合，重症度評価，予後予測，ステロイド療法などの治療戦略の観
点から，疾患活動性の判定が重要となる．

昨年，本症に対する18F-fluorodeoxyglucose（FDG）PET検査が保健適応となり，活動性炎症部
位の診断と治療介入への判断が可能になり，本検査への期待が寄せられている．しかし，診断に
際して心筋細胞への生理的FDG集積が，しばしば活動性病変を不明瞭にし，診断能を低下させる
という問題がある．

本ミニシンポジウムでは，FDG-PETの有用性と限界について，特に診断能および治療効果判
定を中心に討議する予定である．期待が寄せられている反面，このFDG-PETが果たしてgolden�
standardになり得るのかどうかについても議論したい．


